
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

雲南市民の皆さまから寄せられた温かい募金の約７０％が雲南市に還

元され、雲南市内の福祉活動の大切な財源として活用されています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆「赤い羽根共同募金」ってなに？   【２ﾍﾟｰｼﾞ】 
赤い羽根共同募金の「はじまり」や「しくみ」などをご紹介します！ 

 

 

 

 

 

 

 

◆共同募金ってどれくらい集まるの？  【２ﾍﾟｰｼﾞ】 
平成 27 年度に雲南市内で寄せられた募金総額は…。 

 

 

 

 

 

 

 

◆共同募金はどんな活動に使われてるの？【３ﾍﾟｰｼﾞ～】 
皆さんの温かい募金により、平成 27 年度（26 年度募金）も様々な福祉活動を行うことができました。 

 

 

 

 

 

 

 

◆雲南市独自の募金運動ってなんだろう？【11 ﾍﾟｰｼﾞ】 

思いをつなぐ「赤い羽根うんなん手のひら募金」運動をご紹介します！ 

社会福祉法人 島根県共同募金会 雲南市共同募金委員会 

 雲南市を良くするしくみ 

「赤い羽根共同募金」情報誌 

 

 

 

－ １ － 

【平成 28年度版】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

募金種別 募金額 募金種別 募金額 

戸別募金 7,494,232円 職域募金 424,268円 

街頭募金 291,733円 イベント募金 393,314円 

法人募金 1,419,006円 その他募金 35,015円 

学校募金 266,720円 合 計 10,324,288 円 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

赤い羽根共同募金は、戦後の昭和 22年に「市民が主体の取り組み」としてスター

トし、70年の歴史を刻む今、地域の様々な福祉課題に対応した活動を支える大切な

財源として位置付けています。 

この募金は、全国一斉に 10月 1日～12月 31日までの 3か月間を運動期間として

取り組んでいます。そして、特徴的なのは、募金で行う事業の計画をたて、募金目

標額を決めてから行う「計画募金」です。例えば…「除雪活動を行うために除雪機

を購入しよう！」など…。 

また、災害時には、「災害義援金（被害に遭われた方を支援）」や「災害支援金（被

災地で活動する人たちを支援）」としての役割も担っています。 

 

◆赤い羽根共同募金の「はじまり」と「しくみ」 

市民の皆さまのご理解とご協力により、次のとおりとなりました。 

◆平成 27年度 赤い羽根共同募金の総額 

◆平成 28年度（27年度募金）赤い羽根共同募金助成事業 

雲南市内で寄せられた募金の約 70%が翌年度の雲南市を良くするための福祉活動

財源として活用されます。（約 30%は島根県内で活用されています。） 

平成 27年度に寄せられた募金は、次の事業に助成しています。 

◇雲南市内の福祉活動         ７，０３５，２８８円 

◇島根県内の福祉活動（広域助成事業） ３，２８９，０００円 

〇内訳 

・雲南市内 30地区地域自主組織が行う福祉活動 6,400,000円 

 （見守り活動、交流事業 等） 

・雲南市社会福祉協議会が行う地域福祉事業    635,288円 

 （福祉教育推進事業、情報発信事業 等） 

－ ２ － 

「赤い羽根共同募金」ってなに？ 

共同募金ってどれぐらい集まるの？ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

◆地域自主組織名：大東地区自治振興協議会（大東町） 
 
 ◆事業名：クリスマスお食事交流会                     
 
 ◆事業の内容 

毎年、12 月 23 日に地区内の高齢者が一堂に集まっ
て開催するお食事交流会も 4回目となりました。日頃
なかなか会えない友人と一緒に調理し会食をすると
ともに、認知症や防災のお話、手芸、ゲームなどクリ
スマスの集いを楽しみました。 

 

 ◆実施日：平成２７年１２月２３日 

 

 ◇地域自主組織名：春殖地区振興協議会（大東町） 
 
 ◇事業名：敬老事業（グラウンドゴルフ大会） 
 
 ◇事業の内容 
  運動を通して、当事者同士が地域の情報交換・安否
確認を行うとともに、交流の場としてふれあうこと
で、閉じこもりや認知症予防も期待でき、健康長寿に
つながることを目的としています。 

 
 ◇実施日：平成２７年６月２２日 

 

 

 
 

 

 

 

 
◆平成 27年度（26年度募金）赤い羽根共同募金助成事業（雲南市内） 

◇助成金額 ６，９１１，２１２円 

内訳 

・雲南市内 30地区地域自主組織が行う福祉活動 6,200,000円 

 【地域自主組織@200千円×30地区（加茂地区は 400千円）】 

・雲南市社会福祉協議会が行う地域福祉事業    711,212円 

－ ３ － 

◆平成 27年度（26年度募金）赤い羽根共同募金助成事業の報告 

平成 26年度に寄せられた共同募金は、翌年の平成 27年度に各地域自主組織が

行う福祉活動と雲南市社会福祉協議会が行う地域福祉事業に助成金として交付し

ています。 

ここからは、共同募金を活用した様々な福祉活動の中から、代表的な取組みを

それぞれ紹介していきます。 

【下記の内容は、各地域自主組織からの報告をもとに作成しました】 

共同募金はどんな活動に使われるの？ 



 

◆地域自主組織名：幡屋地区振興会（大東町） 
 
 ◆事業名：子育て支援事業                     
 
 ◆事業の内容 

就園前の家におられるお子さんと家族の方が、一緒
に絵本や大型絵本を見たり、遊具等で自由に遊べる場
をつくっています。高齢者施設の方の参加や、ボラン
ティアの方の支えもあり、和やかに過ごしていただい
ています。 

 

 ◆実施日：毎月第１月曜日 

 

 ◇地域自主組織名：佐世地区振興協議会（大東町） 
 
 ◇事業名：佐世地区社会福祉大会 
 
 ◇事業の内容 
  『人はひとりでは生きていけない、みんなと手をつ
なごう』を主テーマに、長寿表彰、福祉活動の取り組
み発表、認知症に関する寸劇などを内容とした社会福
祉大会を開催しました。毎年、福祉を考えるきっかけ
の大会となるよう努めています。 

 
 ◇実施日：平成２７年１０月２５日 

 

 ◆地域自主組織名：阿用地区振興協議会（大東町） 
 
 ◆事業名：一人暮らし高齢者交流会 
 
 ◆事業の内容 
  地区内の一人暮らし、また昼間一人で家におられる
高齢者の方 14 名に参加いただき、アトラクションを
楽しんでいただいたり、ボランティアさんによる手作
り弁当を食べてみんなで歓談をするなど楽しい時間
を共有し、笑顔でお別れしました。 

 
 ◆実施日：平成２７年１１月７日 

 

 ◇地域自主組織名：久野地区振興会（大東町） 
 
 ◇事業名：子育てサロン事業 
 
 ◇事業の内容 

旧久野幼稚園において、久野地区及び他地区の若い
お母さん方等の子育ての交流の場として、毎月第 1土
曜日の午前中に子育てサロン「よちよち」を開催し、
楽しい交流の場となっています。 

 
 ◇実施日：毎月第１土曜日 

 

 

－ ４ － 



 

◆地域自主組織名：海潮地区振興会（大東町） 
 
 ◆事業名：海潮地区単身高齢者との会食交流会 
 
 ◆事業の内容 
  閉じこもりを防ぎ、楽しく交流してもらうことを目
的に、会食交流会を開催しました。高齢者を含め 63
名が、うしお料理クラブの手作り料理に舌鼓を打ち、
血圧測定、うしお福祉体操、アトラクションなど、に
ぎやかな交流の一日となりました。 

 

 ◆実施日：平成２７年１０月６日 

 

 ◇地域自主組織名：塩田地区振興会（大東町） 
 
 ◇事業名：配食サービス『いぃ～飯会』 
 
 ◇事業の内容 
  地域の皆様の要望のもと立ち上げた、ボランティア
さんによる配食サービス『いぃ～飯会』も 11 年が経
ちました。地産の米・野菜が中心の手作り弁当にお手
紙を添えて、希望された利用者さんへ毎月届けていま
す。 

 
 ◇実施日：毎月第４土曜日 

 

 ◆地域自主組織名：加茂まちづくり協議会（加茂町） 
 
 ◆事業名：子育て支援センターとの合同クリスマス会 
 
 ◆事業の内容 
  「子育てサロン事業」の一環で、毎年子育て支援セ
ンターとの連携により開催している合同クリスマス
会です。民生児童委員さんにも協力いただき、賑やか
に行います。ボランティアさんの手作りのおやつもあ
ります。 

 
 ◆実施日：平成２７年１２月１８日 

 

 ◇地域自主組織名：八日市地域づくりの会（木次町） 
 
 ◇事業名：健康づくり講演会（研修会事業） 
 
 ◇事業の内容 
  健康で長生きするために、毎年、健康などに関する
講演会を実施しています。昨年度は、「家族で学ぶ脳
卒中の予防」～高血圧の予防から～と題し、島根大学
医学部病態病理学 准教授 磯村 実先生からお話を聞
きました。食生活等を見直す良い機会となりました。 

 
 ◇実施日：平成２７年１１月２４日 

 

 

－ ５ － 



 

◆地域自主組織名：三新塔あきば協議会（木次町） 
 
 ◆事業名：多世代交流事業 
 
 ◆事業の内容 
  地域の子どもたちから高齢者の方まで多世代が集
い、毎年七夕まつりを開催しています。当日は、福祉
委員さんの協力により、七夕飾り・歌・紙芝居で盛り
上がりました。夕方は、笹竹を持って七夕行列を行い、
地域の皆さんと一緒に楽しみました。 

 
 ◆実施日：平成２７年８月１日 

 

 ◇地域自主組織名：新市いきいき会（木次町） 
 
 ◇事業名：買い物サロン事業 
 
 ◇事業の内容 
  一人暮らしまたは高齢者世帯を対象に、大型タクシ

ーを利用して買い物支援を行う事業です。高齢者同志

のふれあいの場の提供や安否確認、閉じこもりを解消

していくうえでも有効で、皆さんに喜んで利用頂いて

います。 
 
 ◇実施日：通年 

 

 ◆地域自主組織名：下熊谷ふれあい会（木次町） 
 
 ◆事業名：多世代交流事業 
 
 ◆事業の内容 
  いきいきサロン「ふかたんよいとこ会」の主催で、
地区内の 2歳から 80歳代までの約 30名が参加して、
事前に配布した短冊や色紙で作った七夕飾りを笹竹
に飾り付け、世代を超えた楽しい｢七夕まつり｣を実施
しました。 

 
 ◆実施日：平成２７年８月３日 

 

 ◇地域自主組織名：斐伊地域づくり協議会（木次町） 
 
 ◇事業名：福祉教育振興事業 
 
 ◇事業の内容 
  職場環境などから精神的に悩み、「うつ病」になる
人が多くなっています。どのように対応したら良いの
か専門家の講演を聞き、グループ別に「私たちに何が
できるか」意見交換をして学び合いました。 

 
 ◇実施日：平成２７年８月１９日 

 

 

－ ６ － 



 

◆地域自主組織名：地域自主組織日登の郷（木次町） 
 
 ◆事業名：認知症支援事業 

（自治会出前 認知症サポーター養成講座） 
 
 ◆事業の内容 
  認知症の人とその家族を地域で支えるために、自治
会単位で「認知症サポーター養成講座」を実施し、認
知症の正しい理解を進め、自分にできることはないか
7自治会で学び合いました。 

 
 ◆実施日：平成 27 年 9 月 27 日、10 月 2 日、11 月 1 日、11 月 14 日  

 

 ◇地域自主組織名：西日登振興会（木次町） 
 
 ◇事業名：和みの郷 出前健康づくり教室 
 
 ◇事業の内容 
  保健師・地域運動指導員等を地域の身近な集会所へ
講師に迎え、テーマに基づいた研修を実施しました。
平成 27年度のテーマは「大腸がん予防」。ワークショ
ップでがん予防に向けての「キャッチフレーズ」を考
え、各自治会の「健康目標」としました。10自治会で
開催し、161人の参加がありました。 

 
 ◇実施日：平成２７年１１月～平成２８年３月 

 

 ◆地域自主組織名：温泉地区地域自主組織「ダム湖の郷」(木次町)  
 
 ◆事業名：ふれあい交流会 
 
 ◆事業の内容 
  ひとり暮らし高齢者及び昼間ひとり暮らし高齢者
を対象に交流の場を提供し、閉じこもり防止や孤独感
の解消を図り、生きがいのある日々を送っていただく
ことを目的に開催しました。当日は、アトラクション
と手作り弁当での会食を楽しんでいただきました。 

 

 ◆実施日：平成 27年 7月 9日、11月 17日 

 

 
◇地域自主組織名：三刀屋地区まちづくり協議会（三刀屋町）  
 
 ◇事業名：ふれあいいきいきサロン 
 
 ◇事業の内容 
  現在 9サロンありますが、初めて「いきいきサロン
合同研修会」を開き、島根原子力発電所の視察に行き
ました。普段は、あまりお話をする機会もない皆さん
ですが、色々なところから笑い声が聞こえ、とても有
意義な合同研修会となりました。 

 
 ◇実施日：平成２７年６月２４日 

 

 

－ ７ － 



 

◆地域自主組織名：一宮自主連合会（三刀屋町） 
 
 ◆事業名：ふれあい・いきいきサロン 
 
 ◆事業の内容 
  15 自治会、11 サロンで通年行っています。交流館
の清掃や花壇の手入れを行ったり、花見、笹巻きづく
り、七夕まつりなどの季節の行事を楽しんでいます。
また、いちにこ体操で体をほぐし、お茶を飲みながら
昔話に花を咲かせたりと楽しい時間を過ごし、閉じこ
もりや認知症予防を目標に活動中です。 

 

 ◆実施日：通年 

 

 ◇地域自主組織名：雲見の里いいし（三刀屋町） 
 
 ◇事業名：ふれあいいきいきサロン事業 
 
 ◇事業の内容 
  サロンリーダーさんによる工夫を凝らしたプログ
ラムで、介護予防や認知症理解の講座等を取り入れ、
リーダーさんを中心として各地区に合ったやり方で
「無理なく・楽しく・気兼ねなく」をモットーに実施
しています。 

 
 ◇実施日：通年 

 

 
◆地域自主組織名：躍動と安らぎの里づくり鍋山（三刀屋町） 
 
 ◆事業名：躍動鍋山 福祉部研修会 

(自治会福祉委員・福祉活動推進委員) 
 
 ◆事業の内容 
  この研修会は「福祉部員の役割と現状の福祉課題」
の認識共有を目的に開催し、社協、コミケアの各講師
から講演をいただきました。参加者は、自らの役割を
確認するとともに今後の鍋山地区を考える機会とな
り、充実した有意義な研修となりました。 

 
 ◆実施日：平成２７年９月１２日 

 

 ◇地域自主組織名：中野の里づくり委員会（三刀屋町） 
 
 ◇事業名：すきすき中野体操普及事業 
 
 ◇事業の内容 
  中野小学校があった頃親しまれていた歌でオリジ
ナル体操を企画し、パンフレット作成や体操練習会を
行いました。仲間意識をもって健康維持を行う中で
「自分の健康は自分達で守る」という意識が高まりつ
つあります。 

 
 ◇実施日：平成２７年１２月～平成２８年３月 

 

 

－ ８ － 



 

◆地域自主組織名：吉田地区振興協議会（吉田町） 
 
 ◆事業名：子育て支援事業 
 
 ◆事業の内容 
  子育て中の親子のふれあいの場として、講師にはピ
アノ演奏者と大学生 2人をお招きし、音楽に合わせ体
を動かすことで幼児教育に効果があるとされるリト
ミック教室を実施しました。 

 
 ◆実施日：平成２７年１２月１９日 

 

 ◇地域自主組織名：民谷地区振興協議会（吉田町） 
 

 ◇事業名：多世代交流事業 
 

 ◇事業の内容 
  高齢者を講師に招き、お嫁さん世代や、孫世代へ…
と、地域伝統の料理など学び集いました。また、私た
ちの自主組織では大学生の受入れをしているため、こ
のような多世代交流の場に大学生が参加することが
増えました。近年は減りつつある世代間の交流の活発
化が期待される事業のひとつです。 

 

 ◇実施日：通年 

 

 ◆地域自主組織名：田井地区振興協議会（吉田町） 
 
 ◆事業名：福祉を担う人づくり事業 
 
 ◆事業の内容 
  田井地区では「地域をあげた認知症支援事業」に取
り組むことにしました。まずは福祉部会員、振興協議
会役員、よしだ福祉会職員の皆さんと「認知症サポー
ター養成講座」で学び合い、次年度からの本格始動へ
と繋げました。 

 
 ◆実施日：平成２８年２月２６日 

 

 ◇地域自主組織名：掛合自治振興会（掛合町） 
 
 ◇事業名：ふれあい・いきいきサロン(モーニングカフェ)  
 
 ◇事業の内容 
  交流センターでお茶や軽食を用意して、気軽に参加
してもらいながら交流を深めて、閉じこもり防止に努
めています。お茶会の後は、皆さんで掛合トランプや
クイズ等をして、笑顔で楽しんでおられます。 

 
 ◇実施日：毎月第２・４水曜日 

 

 

－ ９ － 



 

◆地域自主組織名：多根の郷（掛合町） 
 
 ◆事業名：多根の郷 福祉まつり 
 
 ◆事業の内容 
  健康長寿を目指し、70歳以上の高齢者を対象とした
福祉まつりを開催しました。おばば座の公演や子ども
かぐらの鑑賞をした後、手づくりの食事で“おもてな
し”。楽しい時間を過ごしていただきました。 

 

 ◆実施日：平成２７年１１月２９日 

 

 ◇地域自主組織名：松笠振興協議会（掛合町） 
 
 ◇事業名：多世代交流事業 
 
 ◇事業の内容 
  地域の高齢者と保育園児の交流会です。地元に保育
所がなくなり、子ども達と触れ合う機会がなくなりま
した。そこで年 1回ですが「秋の味覚を味わう会」と
して、サンマ焼きときのこ汁を一緒に楽しもうと計画
しました。今年で 11回目となりました。 

 
 ◇実施日：平成２７年１０月２２日 

 

 ◆地域自主組織名： 波多コミュニティ協議会（掛合町） 
 
 ◆事業名：高齢者等交流会 
 
 ◆事業の内容 
  年に 2回、多世代の方に参加していただき、講演会・
琴演奏などを聴きながら明るく楽しく過ごし、昼食を
ともにしながら交流を図っています。 

 
 ◆実施日：平成２７年１１月、平成２８年３月 

 

 ◇地域自主組織名： 入間コミュニティー協議会（掛合町） 
 
 ◇事業名：入間・穴見地区福祉大会 
 
 ◇事業の内容 
  毎年 1 回、地域の 65 歳以上の高齢者を対象にした
福祉大会を開催しています。1 部で講演会をし、2 部
でアトラクションを楽しみます。参加者に大変喜んで
いただき、日頃会えない方との交流を楽しみにしてお
られる事業です。 

 
 ◇実施日：平成２７年１１月２１日 

 

 

－ １０ － 



 

◆組織名：雲南市社会福祉協議会 
 
 ◆事業名：赤い羽根福祉教育推進事業 
 
 ◆事業の内容 
  雲南市内の小・中学生が福祉体験を通じて高齢者や
障がい者への理解を深めながら「地域で支える福祉活
動」について考えるなど、子どもの豊かな成長を促す
福祉教育を実施しました。 

 
 ◆実施日：通年 

 

 ◇組織名：雲南市社会福祉協議会 
 
 ◇事業名：赤い羽根情報発信事業 
 
 ◇事業の内容 
  市民の皆様をはじめ、多くの皆様の温かい思いやり
で寄せられる「共同募金」の使いみち、多種にわたる
募金活動や助成事業の内容を情報誌等で紹介し、公正
性・透明性をより一層高めるための積極的な情報公開
を行いました。 

 
 ◇実施日：通年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆平成 27 年度参加団体及び募金実績 

団 体 名 件数 募金実績 

要約筆記サークル みとやだんだん 31 120,298円 

雲南市三刀屋地区民生児童委員協議会 63 185,607円 

合  計 94 305,905円 

 

雲南市共同募金委員会では、平成 25 年度から新たな募金運動とし

て「赤い羽根うんなん手のひら募金」を実施しています。赤い羽根う

んなん手のひら募金とは、雲南市の支え合う福祉のまちづくりを担

う、市内の「がんばる住民福祉活動団体」を応援する共同募金です。 

 それは、「雲南市をよくしたい！」という思いを持った活動者と、

そんな活動者を「ぜひ応援したい」という寄付者をつなぐ募金です。

「雲南市のために…」という二つの思いをつなぎ循環させていく、“お

互いが幸せになれる募金”を目指して取組んでいます。 

 ◇募金運動期間：1 月 1 日～3 月 31 日 

◆赤い羽根うんなん手のひら募金 

－ １１ － 

雲南市独自の募金運動ってなんだろう？ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆赤い羽根共同募金の取組み等の詳細は、雲南市共同募金委員会ホームページをご覧く

ださい。http://unnanshakyo.jp/akaihane/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

赤い羽根共同募金は、市民の皆さまによる、市民の皆さまのための、「がんばる

住民福祉活動」を応援するしくみです。これは、「雲南市をよくしたい」という活

動者と寄付者の思いをつなぐ、市民の皆さまが主役の福祉活動でもあります。 

引き続き、市民の皆さまのご協力を賜りますようお願いします。 

社会福祉法人 島根県共同募金会 雲南市共同募金委員会 

〒690-2404 雲南市三刀屋町三刀屋 1212-3 

      （雲南市社会福祉協議会内） 

       TEL：0854-45-9888 FAX：0854-45-2211 

       E-mail：unnan-shakyo@unnanshakyo.jp 

       URL：http://unnanshakyo.jp/akaihane/ 

－ １２ － 

◆赤い羽根共同募金運動のスローガン 

「じぶんの町を良くするしくみ」 
 

赤い羽根共同募金は、じぶんの町を良くする活動に、じぶんの町の、

やさしい思いを届けています。 

 

じぶんの住む町が好き、 

だから、ずっと住み続けたい町。 

そんな気持ちを、 

ささえるしくみが赤い羽根。 

たくさんの人々の 

やさしさが、共同募金を 

支えています。 

最後に… 


